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今回のテーマ展では、伊場遺跡や山ノ花遺跡など浜

松市内の遺跡から出土した、今から千年以上も昔の

木製品を紹介します。 

木製品とは、木で作られた様々な物のことです。木は

家具や食器、農具、工具などのあらゆるものに古くか

ら使われていて、生活に欠かせない重要な素材の一

つです。しかし、木は腐りやすく、土器や石器に比べ

ると木製品が遺跡から発見されることはあまり多く

ありません。 

さて、博物館で見る木製品は、きれいに修復された

状態で、物の名前や時代などを記した札が添えられ

ています。しかし、それらのほとんどは、発掘された

時にはカケラやバラバラの状態でした。では、どうし

てそれがあの道具のその部分だとわかったのでしょ

うか？ 

まずは、いろいろな古代の木製品をご覧いただき、ど

んな道具で何に使われていたものかなどを一緒に推

理しながら、お楽しみください。 
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・テ ー マ 展 「これなんだ？ -古代の木製品-」 

・小 展 示 「≪干支展≫ 丑 うし」 

・催し物案内 「蜆塚公園 桜まつり」 
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■開催概要  浜松市博物館テーマ展「これなんだ？－古代の木製品―」 

 ●会  場  浜松市博物館 特別展示室 

 ●開館時間  午前９時～午後５時 

 ●休 館 日  月曜日、祝日の翌日、5.7〔金〕 

        （ただし、3.21〔日〕、3.29〔月〕、5.3〔月〕～5.5〔水〕は開館） 

●観 覧 料  一般３１０円、高校生１５０円、 

中学生以下・７０歳以上・各種障がい者手帳をお持ちの方及び介添えの方 1 名は無料 

 

■会期中のイベント  担当学芸員によるギャラリートーク（展示解説） 

3/24〔水〕、4/28〔水〕 14:00～14:30 会場／浜松市博物館 特別展示室 

※参加無料（要博物館観覧料）、当日直接会場へ 

予定を変更する場合があります。ホームページ、ＳＮＳでご確認ください。 
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木製品が発見されてから、博物館で展示されるまで 

山ノ花遺跡 5 世紀大溝（浜松市東区恒武町） 

木製品が見つかった

時の様子だよ。 

ナウミン 

浜松市博物館イメージ

キャラクター 

ナウマンゾウのヘルメ

ットをかぶっている。 

シジ丸 

浜松市博物館イメージ

キャラクター 

博物館に隣接する蜆塚

遺跡のシジミに由来。 

 

ちなみに、蜆塚遺跡の

貝塚からはシジミの貝

殻がたくさん見つかる

けど、木製品は見つか

っていない。 

なんでかな？ 

 

木の棒みたいなのがたくさん積み重なっている！これが木製品？ 

木だけじゃなくて土器のかけらもあるね。 

千年以上も前の木でできたものが土の中に残るのは難しくて、 

見つかる遺跡は少ないけど、出る時は大量に出てくるんだ。 

水が溜まっているところがあるよ。ここは昔、川が流れていたんだって。 

きれいな水がたくさんあったから、木が腐らずに残っていたんだ。 

水分が多い土の中は酸素が少ないから、木を腐らせる菌が増えないんだよ。 

木の繊維の奥まで水がしみ込んでいて、ブヨブヨの状態だね。 

水の力でなんとか形が保たれているみたい。 

これを急に乾燥させると、形がゆがんでしまうんだ。 

だから、土から取り出した後は、すぐに水につけるんだよ。 

でも、博物館で展示している木製品は、水につかっていないよね。 

保存のために、木の中の水分を他の物質に置き換えるなどの処理をするよ。 

それと、もとの形がわかるようになおしたり、色々調べて明らかにしたりもね。 

じゃあ次は、発掘で見つかった木製品がどんなものなのか、いっしょに考えよう！ 

うわぁ・・ 
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伊場遺跡出土木製品 

8 世紀・奈良時代 

高さ 18.9cm 

幅 51.8cm 

奥行 19.6cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊場遺跡出土木製品 

8 世紀前半・奈良時代 

高さ 15.0cm 

幅 43.1cm 

奥行 11.4cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

遺跡から発見された時の様子。これは完全な形で見つかったものだよ。 

4 本の脚があって、その上に板が乗っているよ。 

今でも同じようなものがあるよね、机（つくえ）でしょ？ 

まあ、正解かな。発掘調査報告書では案（あん）と呼んでいるよ。 

案は、机とか物を置く台、膳の意味があるよ。じゃあ、これは？ 

さっきのとちょっと形が違うけど・・・これも案でしょ！ 

発掘調査報告書には、これは俎（まないた）と紹介されているよ。 

えー、どうして？形はそっくりなのに。 

天板に刃物でつけた切傷がたくさんあるから、俎と推定したみたい。 

でも、案かもしれないし、高さからして腕枕かも？という意見もあるよ。 

傷だね！そういえば、先に見た案を見直してみると、中央に焦げ跡があるよ！ 

何に使ったらそうなるのかな？うーん・・・難しい。 

発掘で見つかるものは、その名前や何に使ったかなどの情報が失われている。 

形や傷跡などを良く観察して、そこから推理するんだ。 

よく見て考えても、はっきりしないことが多いよ。 

今まで有力だった意見も、他の遺跡での新発見や技術の進歩で、簡単にくつがえされるし。 

そこがまた、土の中から見つかる文化財、考古資料のおもしろさのひとつだね。 
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月 休館日 展示 講座・体験・その他 

3 

1（月） 

8（月） 

15（月） 

22（月） 

 

24（水） テーマ展ギャラリートーク 

27（土） 

28（日） 

4 

5（月） 

12（月） 

19（月） 

26（月）

30（金） 

 

3（土） 

4（日） 

10（土） かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

28（水） テーマ展ギャラリートーク 

5 

６（木） 

７（金） 

10（月）

17（月） 

24（月） 

31（月） 

 
1（土）～ 5（水） はまはくまつり 

8（土） かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

催し物案内 令和３年３・４・５月 

博 浜 松 市 物 館 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催が変更または取り止めになる場合があります 

最新の情報は、ホームページ（右の QR コード）または SNS でご確認ください 

Vol.39 No.３ 通巻 14５号 202１年３月１日発行 
静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22-1 電話 053-456-2208 
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/ 

 

だ よ り 

と き  3 月２７日  3 月２８日  4 月３日  4 月 4 日 

ところ  蜆塚公園・博物館 

内 容 
 

 

①クイズラリー 

土 日 土 日 

参加費無料 

午前９時３０分～午後 3時 30 分  会場／蜆塚公園・博物館 

 博物館内と桜咲きほこる蜆塚公園を回り、クイズに答えよう！ 

②桜と一緒に！ はい１枚 

午前９時３０分～午後 3時 30 分 会場／蜆塚公園・博物館 

 蜆塚公園内で写真をパシャリ📷 SNS にアップして受付まで来てね。 

 博物館オリジナルの非売品の缶バッジがもらえるよ！ 

参加賞あり 

③まが玉づくり 

午前９時３０分～午前１１時 午後 1 時～午後 3時 30 分 会場／博物館 

 まが玉を作って色染めができるよ！（桜色・若草色・菜の花色） 

 

参加費 200円 （高校生以上は別途観覧料が必要）
0円 

参加費無料 参加賞あり 

（高校生以上は別途観覧料が必要）
0 円 

テーマ展 

「これなんだ？ 

 -古代の木製品-」    

2/6（土） 

～  

5/9（日） 

小展示 

「道具たちの 100 年」 

～3/7（日） 

 

小展示 

「≪干支展≫ 

  丑 うし」 
3/23（火） 

～  
5/9（日） 

 

テーマ展 

「独礼庄屋 
   高林家」  

5/22(土)～7/11(日) 

蜆塚公園 桜まつり 

蜆塚公園 桜まつり 


